
2023年度卒業式校長挨拶 
 

 大講堂の前の桜のつぼみもうっすら膨らみ始めました。この春の良き日に、2023年度武
蔵高等学校卒業式を挙行しましたところ、池田康夫学園長、森浩生同窓会会長、丸山博子
保護者会会長並びに多くの親御さんのご出席をいただき、かくも盛大に開催できますこと
に御礼を申しあげるとともに、心から喜びたいと思います。 
 
 第９８期の卒業生の皆さん。ご卒業おめでとうございます。この武蔵で自由にのびのび
と成長してきた皆さんが、本日武蔵を去っていきます。雪が降った日には、「雪合戦をし
よう」と校長室に声をかけてくれた生徒もいました。記念祭や体育祭にも良い思い出がた
くさんあります。いい学年だったと思います。その皆さんが、本日をもってこの武蔵を旅
立っていくことに、さみしさを禁じ得ません。しかし、卒業式を示すコメンスメントと言
う言葉は「新たな始まり」を意味します。この武蔵を旅立っていく皆さんに、万感の思い
を込めて最後のお話をいたします。 
 
皆さんがこの武蔵に入学し過ごした 6年間は、世界が大きく変動した日々でした。なん

といっても、皆さんが中３に進級したときに広がった新型コロナウイルス。突然の全国一
斉休校に始まり、コロナに罹患するのではないかという不安の中で、本当に色々なことが
ありました。武蔵でいち早く罹患し、入院までしたのはこの私でした。一方、皆さんは大
変な中、よく頑張ったと思います。世界に目を転じると、高１の 2月にはロシアによるウ
クライナ侵攻が、さらに昨年秋には中東地域でのパレスチナ・ハマスとイスラエルとの戦
争が始まりました。国内に目を転じても、皆さんにとって日本の首相と言えば長期にわた
り政権の座についた安倍総理だったと思いますが、その安倍総理が、統一教会の問題に絡
み銃撃され亡くなるという大きな事件がありました。一方で、日経平均株価も先日 4 万円
を超え、良い兆しが見え始めたというものの、失われた 20 年とも 30 年とも言われるよう
に、日本経済の低迷が続き、気が付くと世界経済やイノベーションから取り残され、なか
なかデフレから脱却できず、賃金も上昇しない、そして格差の拡大が指摘されるなどの課
題もありました。 
 
そうした歴史の流れの中で、皆さんは１０代を過ごしてきた。皆さんは、この時代をど

んな風に思っているのかなあ、感じているのかなあと私は思います。私もみなさんと同じ
この大講堂の席に、１９７６年３月に座っていました。４８年前、ほぼ５０年前です。 

 
おそらく、同じ武蔵の中高生。考えていることとか本質的な部分は、ほとんどあの頃と

今も変わっていないと私は思います。世界の大きな問題より、身近な問題、自分の将来や
受験のことについて悩み、自分の性格や容貌についても悩み、同時に仲間とワイワイ楽し



み、そして異性に思いをいたす。見栄をはって自信があるようで、そのくせ不安も大き
く、傷つくのがこわい。 
一方で、武蔵生を取り巻いていた社会については、あの頃と今とでは少し変わってきて

いると思います。 
 
私が武蔵を過ごした１９７０年代は、今から思えば高度経済成長が終わりの頃を迎え、

のちにバブルを迎える前夜でした。まだまだ右肩上がりの自信が日本にあったと思いま
す。一方で、いくつか大きな事件がありました。世界的にはベトナム戦争の終焉。アメリ
カがベトナムで住民を爆撃し、枯葉剤を蒔いていた実態が明るみになる中で、世界的な反
戦運動も高まり、大国アメリカが負けてベトナムから撤退しました。「そういうことが起
きるんだ」と思いました。それからロッキード事件によって田中角栄総理が汚職で逮捕さ
れるという事件、これも、「そんなことが起きるんだ」と１０代なりに思いました。やっ
ぱり正しくないことをするとこうなるのかと思ったところですが、ここ数年、率直に言っ
て、必ずしも正義が通用しない、ひょっとすると、正義などないのではないかと思えるよ
うな時代の空気が進んできたと私は思います。 

 
また、情報伝達手段は明らかに変わりました。当時は電話の時代。その後、インターネ

ット、携帯電話、スマホ、SNSと変わり、さらに生成 AI など、情報伝達・知識獲得の方
法は、大きく様変わりをしており、それは良い面もあるし問題点もあるように思います。 

 
そうした空気、時代感の中で、まぎれもなく皆さんはこの武蔵で１０代を過ごしてきま

した。そして、そんな皆さんが今日武蔵から飛び出します。人生１００年時代。高校卒業
を機に、長い長い本格的な人生が始まるでしょう。５０年後の未来はきっと、５０年前と
今が変わっているように、今とは大きく変わっているでしょう。でも確かなことは 2 つあ
る。1 つは人間の本質は変わるものでない。そしてもう 1つは、社会は一気に変わるわけ
ではない。でも少しずつ変わっていく。どう変わっていくか、物事の本質を見通す大局観
を持ちながら、足元の様々な問題と格闘していくことが重要だと思います。 

 
そこで、皆さんが武蔵を旅立つにあたり、これからの時代を生きていくうえで、武蔵で

の学びを踏まえ、皆さんに問いたいことを最後に伝えます。 
 
 それは武蔵で学んできた「自ら調べ自ら考える」「自調自考」の先に続く言葉は何なの
かということです。 
 
 武蔵の三理想のうち、「自調自考」、自ら調べ自ら考えるは、三理想の中でも基盤にある
理念だと思います。皆さんも在学中、何か疑問に思ったことを先生に聞いても、「それは



自分で考えろ」と何度も言われたのではないかと思います。 
 
自ら調べ自ら考える。現代社会では実は難しいことです。自分で考えるより、みんなに

あわせておいた方がよい。そもそも、これだけ様々な情報、ある意味で玉石混交、フェイ
クニュースが流通、拡散する中で、自ら情報を調べ、取捨選択し、自分なりの判断軸をし
っかり持つという武蔵で得た「自調自考」の精神や財産はこれから生きていくと思いま
す。 
 
 しかし、「自調自考」で終わりなのか。それで終わってよいのか。その先には何がある
のか。私は「自調自考」の先は、発言することも含め、自ら行動し、その行動した結果を
自ら受け入れ、人のせいにするのではなく自ら責任をとる。いわば行動の「動」と責任の
「責」をとった、「自動自責」があるのではないかと思います。 
 
 まず、「自動」についてですが、自ら行動することはリスクがあります。皆さんがこれ
から進む日本社会は、まだまだ同調圧力の強い社会、前例主義の強い社会だと思います。
自分で考えたことを発言する、さらに行動に移す。そのことは時に周囲の批判や反発を招
くというリスクがあるかもしれません。 
 
もし自分の思考を停止して周囲に合わせているだけでは、波風は立たないかもしれませ

ん。でも批判を恐れていては社会は変わりません。 
 
特に、今我々が生きている世界はまさに先行き不透明。コロナ禍しかり、ウクライナへ

のロシアの侵攻しかり、気候変動しかり、そして１３年前の３．１１並びに福島の原発事
故もそうでした。想定を超えたグローバル規模での問題が起きます。問題は複雑に絡み合
い、何が正解かはわかりません。 

 
正解が簡単に見えないと、何もアクションを起こさないまま時間が過ぎさっていってし

まいます。でもそれでは問題は解決できません。自ら動くことが必要です。 
 
 そしてもう 1 つの問題は、自ら動くことによって、そのアクションの結果、起きたこと
をどう受け入れ、責任を取るかということです。「自責」の問題です。 
 
 うまくいったときは問題ないでしょう。そのときは人々も賞賛してくれます。でもうま
くいかないときもあります。そのときどうするか。 
 
 まず、結果をみて、「自分で失敗したな」というとき。そのときは潔く謝るのです。ご



めんなさいと。私はある武蔵の先生がおっしゃっていたことに凄く共感したことがありま
す。その先生は、大学時代の恩師から言われた言葉として、「失敗を恐れるな。失敗して
も、土下座して許されないことはないんだから」と。そのとおりだと思います。 
 
後戻りしてもよいのです。失敗を認めて、潔く謝ることの大切さを覚えておいてくださ

い。 
  
 次に、「自分で失敗したとは思わない」ケース。自分の行動は正しいのに結果が出な
い。それは自分のせいでなくて、周りの無理解のせいだと思う場合です。 
 
そんなときは、そのまま信念をもって突き進むことも大事ですが、時に自分の考えや行

動に固執することなく、主張しつつもさっと引く「柔軟性」も大事だと私は思います。巻
きこまれながら巻き返す。相手の立場にシフトチェンジして物事を見てみる。その「柔軟
性」から解決の糸口が見えてくることもよくあります。 

 
 自分に正義があると我をはる、いわば「原理主義的な考え」だと、人を批判・攻撃する
だけになります。そこには対話が入る余地がありません。さらにそれは怒りへと転化して
いきます。他者への怒りは憎しみに変わり、その憎しみ、不寛容は争いへとつながってい
きます。 
 
 ここ数年間、世界で起きている出来事に思いをいたすとき、「自調自考」とともに「自
動自責」が、今の日本、そして世界でまさに問われているのではないかと思います。 
 
 ここにいる武蔵生が、武蔵だからこそ身に着けた「自調自考」の精神を生かし、将来向
き合う様々な課題に対し、さらに自ら行動し自ら責任を取るというマインドを発揮し、そ
うした覚悟を持って、様々な分野で人とは違った独創性を発揮し、かつ自分とは違った他
者をもリスペクトをもって受け入れる柔軟性・リベラリズムを発揮できたなら、日本は確
実に変わり、世界も確実には変わっていくと私は思います。武蔵生よ。思い切って生きて
いけ！ 
 
 私は、９８期生の自由奔放なそしてのびやかな感性に大いに期待しています。 
 
最後にもう 1つ。人生を生きていくうえで、私がいつも使っているおまじないの言葉を

伝えます。人生は思い通りにならないことも多々あります。むしろ、結果が出ないことの
方が多いでしょう。そんなときのおまじないの言葉です。 
 



 それは、おいあくまです。おいあくまは５つの人生の秘訣の頭文字です。おこるな、い
ばるな、あせるな、くさるな、まけるな。その頭文字で、おいあくま。この中には、来年
度捲土重来を期している諸君もいるでしょう。私も５０年前そうでした。おこるな、いば
るな、あせるな、くさるな、まけるな。おいあくま。私から皆さんへのプレゼントです。
苦しい時、思いだしてください。 
 
結びに、本日参列いただいたご家族の皆様に心より御礼を申し上げます。この 6 年間、

本校の教育にご理解ご協力をいただき誠に有難うございました。至らない面も多々あった
と思いますが、教職員一同、一生懸命取り組ませていただきました。この武蔵の環境で、
多感な１０代を過ごし、立派に成長した若者として、皆さま方の大切なご子息を本日お返
しできたことを嬉しく思います。 
 
本日をもって、武蔵とのご縁はいったん切れてしまいますが、今後とも末永くこの武蔵

のことを暖かく見守っていただければと思います。本当にありがとうございました。 
 
 それでは、本日この武蔵を旅発つ 9８期生の前途洋々たる未来を心から祈り、私の式辞
といたします。 

２０２４年３月１８日 
武蔵高等学校中学校 校長 杉山 剛士 

 
 

  


